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岡山県において、和牛の飼育マニュアルは８カ月齢までの哺育・育成期と35カ月齢

以降の繁殖牛については策定されているが、８カ月齢以降の発育期から初産分娩まで

研 究 目 的 と初産分娩後から発育が止まる35カ月齢に関するマニュアルはない。

年々、肉用牛の飼養戸数は減少しているが、新たに繁殖雌牛を飼養し子牛を自家

生産する肥育農家や、自家保留牛により繁殖雌牛の増頭に取り組む繁殖農家が増えて

おり、後継雌牛育成に関する新たなマニュアルの作成が求められている。

そこで、発育良好な後継雌牛を育成するための適正な飼料給与水準を血液分析を用

いて調査し、優良後継雌牛の育成技術を確立することで、素牛として価値の高い子牛

の安定的な生産を目指す。

１ 後継雌牛育成方法の実態調査

全 体 計 画 ２ 飼料給与試験

３ 後継雌牛育成マニュアルの作成

研 究 対 象 肉用牛・飼料 専 門 部 門 飼養管理

○ 本年度試験のねらい

（１） 所内の後継雌牛育成方法の実態調査する。

試験１ 後継雌牛育成方法の実態調査

〈時 期〉 平成２９年４月～平成３２年３月

〈試験の内容〉 ８カ月齢から３５カ月齢までの後継雌牛の血液成分の推移について、代謝プロフ

ァイルテストを用いて実態調査し、エネルギー給与量の基準値を設定する。

（県有牛活用）

○ これまでの成果

ＢＵＮは１２カ月齢以降減少する傾向にあることから、粗タンパク質摂取量の不足が推察され

た。また、ＮＥＦＡについて20カ月齢から増加する傾向にあることから、この月齢のエネルギー

摂取量が不足しており、体脂肪の動員が起こっていると推察された。

○ 既往の関連成果

・繁殖成績の向上に必要な肉用雌牛の育成技術（岡山県和牛試験場研究報告第40号）

育成期間中、ＤＧ0.30～0.50kgの発育で粗飼料多給型の飼養管理をした場合、ＤＧ0.7kgの発

育で飼養管理した場合と比べ、初産段階において繁殖成績は劣るが、産次を経るにしたがって繁

殖成績、哺乳量、子牛の発育は良好となった。

・肉用雌牛の生産性向上のための育成期における飼養管理技術（山口県畜産試験場研究報告第９号）

育成期をＤＧ0.5kg/日として粗飼料多給とした場合、濃厚飼料多給より授乳量が少なかったも

のの、母牛の発育や産子の発育に差はなく、２産次以降の分娩月齢も優れており、生涯生産性を

考慮すると、最も生産性の高い育成方法だと考えられた。

・肉用雌牛の生産性向上のための育成期における飼養管理技術（島根県立畜産試験場研究報告第22

号）

増体の早い区は体格部位の発育も骨格の発育も早かったが、脂肪の蓄積が多かった。また、飼

料中の粗飼料割合が高い方が分娩後の泌乳量が多く、子牛の増体量も大きかった。



体積豊かな後継牛育成技術の確立

背景と目的

試験の内容

期待される効果

後継牛育成マニュアル作成

効率的に優良後継雌牛を育成

・生産基盤強化

・分娩事故の減少

・子牛の市場価値向上

和牛繁殖農家が増頭・規模拡大
肥育農家が和牛の繁殖を開始

和牛繁殖経営を始めた新規就農者
大きい子牛を
産ませたい！

過肥を防止
したい！

後継牛を
大きくしたい！

早く・長く活躍
してほしい！

マニュアルを作成！

(1) 後継雌牛育成方法の実態調査

８カ月齢から３５カ月齢までの後継雌牛の血液成分の推移について、

代謝プロファイルテストを用いて実態調査し、基準値を設定する。（県有牛活用）

(2) 飼料給与試験

(1)に基づき、適正な濃厚飼料給与水準について試験する。

(3) 後継牛育成マニュアルの作成

(1)～(2)に基づき、後継雌牛育成マニュアルを作成する。

※代謝プロファイルテスト…摂取した栄養と体の発育や生産に利用されるものの
バランスを血液成分値の測定によりチェックすること。

生後８カ月齢から３５ヶ月齢に関する
マニュアルはない。


